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歳出決算額の内訳

水 道 下 水 道 農業集落排水 中央土地区画

資 金 不 足 比 率 － － － －

経営健全化基準 20.0 ％

■八千代町会計別資金不足比率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

健全化判断比率および資金不足比率

平
成
27
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
一
般

会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
の
決
算
状
況
が
審
査
さ
れ
、
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
会
計
の
基
本
で
あ
る
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
87
億
８
千
９
９
７
万
円
、
歳
出
が
82
億
９
５
８

万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
六
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

で
は
、
歳
入
が
１
５
４
億
円
、
歳
出
が
１
４
７
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律」

に
基
づ
く
平
成
26
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
収
ま
り
、
町
の
財
政
は
健
全
な
状
態

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
本
文
お
よ
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
に
お
い
て
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会 計 区 分 歳入 決 算額 歳出 決 算額

国民健康保険 31億7,263万円 30億8,445万円

介 護 保 険 15億9,540万円 15億4,035万円

中央土地区画 2億9,531万円 2億3,339万円

農業集落排水 5億2,798万円 5億2,373万円

下 水 道 3億9,400万円 3億8,495万円

後期高齢者医療 1億6,622万円 1億6,274万円

区 分 支出 決 算額

収益的会計 4億5,831万円

資本的会計 1億3,710万円

収入 決 算額

4億8,033万円

0円

財
政
状
況
の
お
知
ら
せ

ー

平
成
26
年
度
の
決
算
状
況
と
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表

ー

■水道事業会計の決算状況

■特別会計の決算状況

特別会計

八千代町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.91 ％ 20.00 ％

連結実質赤字比率 － 19.91 ％ 30.00 ％

実質公債費比率 11.3 ％ 25.0 ％ 35.0 ％

将 来 負 担 比 率 70.8 ％ 350.0 ％ －

■八千代町の健全化判断比率

公債費

6億448万円

(7.4％)

農林業費

4億3,594万円

(5.3％)

衛生費

4億8,994万円

(6.0％)

歳出決算額の内訳

教育費

18億6,307万円

(22.7％)

歳出

82億
958万円

民生費

23億7,131万円

(28.9％)

総務費

11億6,215万円

(14.1％)

土木費

7億4,028万円

(9.0％)

消防費 3億7,404万円 (4.6％)

議会費 1億865万円 (1.3％)

その他 5,972万円 (0.7％)

一般会計歳入決算額の内訳

自
主
財

源

43
・
5

％

依

存

財

源

56
5 ％

・

町税

26億7,735万円

(30.5％)

地方交付税

18億6,336万円

(21.2％)

歳入

87億
8,997万円

繰入金 2億5,249万円(2.9％)

諸収入 2億4,993万円(2.8％)

その他 1億2,217万円(1.4％)

町債

9億3,049万円

(10.6％)

繰越金

5億2,024万円

(5.9％)

国庫支出金

11億7,917万円

(13.4％)

地方消費税交付金 2億3,063万円(2.6％)

地方譲与税 1億4,310万円(1.6％)

その他 5,661万円(0.7％)

県支出金

5億6,443万円

(6.4％)

■決算用語解説

●一般会計…福祉や教育、消防など住民に広く行われる事業における

歳入・歳出の会計。

●特別会計…町が特定の事業をおこなう場合、一般の歳入歳出と区分

して経理する会計。

●自主財源…町税や町の施設の使用料など、町が独自で調達するお金。

●依存財源…地方交付税や国・県支出金など、国や県から町に入って

くるお金。
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■水道事業会計

平成27年度上半期予算執行状況
平成27年度の上半期（平成27年４月１日から９月30日まで）の予算執行状況がまとまりました。皆さん

に納めていただいた大切な税金などが、どのように使われているのかをお知らせします。

区 分 予 算 額 執 行 額 執行率

収益的収入 4億6,733万円 2億1,636万円 46.3％

収益的支出 3億9,197万円 9,117万円 23.3％

資本的収入 0円 0円 －

資本的支出 1億592万円 4,098万円 38.7％

会 計 別 予 算 額
歳 入 歳 出

収 入 済 額 執行率 支 出 済 額 執行率

国 民 健 康 保 険 36億1,057万円 15億9,362万円 44.1％ 14億6,964万円 40.7％

介 護 保 険 16億5,849万円 7億4,877万円 45.1％ 6億3,378万円 38.2％

中 央 土 地 区 画 1億8,326万円 5,769万円 31.5％ 4,983万円 27.2％

農 業 集 落 排 水 11億624万円 4,672万円 4.2％ 1億1,479万円 10.4％

下 水 道 4億1,952万円 2,546万円 6.1％ 1億2,858万円 30.6％

合 計 71億4,410万円 25億2,438万円 35.3％ 24億4,721万円 34.3％

後期高齢者医療 1億6,602万円 5,212万円 31.4％ 5,059万円 30.5％

区 分 予 算 額 収 入 済 額 執行率

町 税 23億9,328万円 17億4,859万円 73.1％

地方交付税 18億6,058万円 14億5,021万円 77.9％

国庫支出金 7億9,264万円 2億5,091万円 31.7％

町 債 6億4,153万円 0円 0.0％

県 支 出 金 5億9,365万円 8,856万円 14.9％

繰 入 金 2億631万円 0円 0.0％

合 計 75億4,087万円 44億8,267万円 59.4％

そ の 他 10億5,288万円 9億4,440万円 89.7％

区 分 予 算 額 支 出 済 額 執行率

民 生 費 24億8,982万円 8億5,688万円 34.4％

教 育 費 11億7,647万円 6億7,639万円 57.5％

総 務 費 10億8,929万円 4億8,278万円 44.3％

土 木 費 6億3,938万円 6,521万円 10.2％

公 債 費 5億7,645万円 2億7,888万円 48.4％

衛 生 費 5億2,557万円 2億4,519万円 46.7％

合 計 75億4,087万円 30億5,153万円 40.5％

農林業費 4億9,171万円 1億5,928万円 32.4％

5億5,218万円そ の 他 2億8,692万円 52.0％

（平成27年９月30日現在）

■町有財産・基金の状況

土地 906,164㎡

建物 69,935㎡

基金 26億7,384万円

■町債現在高

118億7,372万円（特別会計を含む）

内訳

一般会計 65億27万円

下水道事業会計 25億8,549万円

農業集落排水事業会計 20億9,793万円

中央土地区画整理事業会計 4億1,513万円

水道事業会計 2億7,490万円

■一般会計

歳入 歳出

■特別会計

決算・予算執行状況に関するお問い合わせ

企画財政課財政係 内線３２２０
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花壇コンクールで入賞した皆さん

高
齢
期
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に

ー

低
栄
養
・
認
知
症
予
防
教
室
を
開
催

ー 大久保町長と握手を交わす小林さん（左）

野菜を調理する参加者の皆さん

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
目
指
し

ー

青
年
海
外
協
力
隊
で
ザ
ン
ビ
ア
へ

ー

９
月
30
日
、
中
央
公
民
館
で
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会（

遠
藤
キ
ヌ
ヱ

会
長）

主
催
に
よ
る
低
栄
養
・
認
知

症
予
防
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
教

室
に
は
25
人
が
参
加
し
、
鮭
の
混

ぜ
ご
飯
や
け
ん
ち
ん
汁
な
ど
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
考
え
ら
れ
た
５
品
の

料
理
を
作
り
試
食
し
ま
し
た
。

遠
藤
会
長
は「

毎
日
を
い
き
い

き
と
過
ご
す
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
と
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う」

と
話
し

ま
し
た
。

地
域
を
和
ま
せ
る
花
々

ー

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ー

９
月
30
日
に
役
場
で
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
参
加
申
し
込
み
の
あ
っ

た
19
団
体
の
中
か
ら
、
９
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
行
政
区
や
老
人

会
、
子
ど
も
会
な
ど
が
参
加
し
、
各
団
体
が
作
っ

た
花
壇
の

デ
ザ
イ
ン
や
草
花
の
生
育
、
手
入
れ
の
状
態
な
ど
が
審
査
さ

れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
菅
谷
西
老
人
ク
ラ
ブ
が
選
ば
れ
、
特
別
賞

に
下
山
川
行
政
区
、
太
田
行
政
区
、
磯
老
人
ク
ラ
ブ
、
西
大

山
子
ど
も
会
育
成
会
、
佐
野
東
老
人
ク
ラ
ブ
、
優
秀
賞
に
川

尻
む
つ
み
会
、
村
貫
健
友
会
、
仲
坪
神
明
老
人
会
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
菅
谷
西
老
人
ク
ラ
ブ
の
花

壇
は
、
多
品
目
の
花
で
配
色
さ
れ
た
花
壇
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

認知症を演劇でわかりやすく伝える劇団いくりの皆さん

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
10
月
３
日
に
中
央
公
民

館
で
認
知
症
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
１

４
２
人
が
参
加
し
、
認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
方
と
の
接

し
方
を
学
び
ま
し
た
。

講
演
会
は
認
知
症
に
関
す
る
講
話
と
演
劇
が
行
わ
れ
、
講

話
で
は
認
知
症
ケ
ア
研
究
所
の
高
橋
克
佳
さ
ん
が
認
知
症
の

具
体
的
な
症
状
や
対
応
な
ど
を
説
明
。「

認
知
症
の
症
状
は

治
る
も
の
と
治
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
症
状
を
理
解
し
て
接

す
る
こ
と
が
大
切」

と
話
し
ま
し
た
。
演
劇
は「

演
劇
で
優

し
く
学
ぶ
認
知
症」

と
題
し
、
現
役
の
介
護
職
員
で
構
成
さ

れ
る
劇
団
い
く
り
が「

こ
こ
に
あ
っ
た
魚
が
な
い」

や「

デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か
な
い」

な
ど
４
つ
の
演
目
を
上
演
し
ま

し
た
。

認
知
症
の
理
解
が
大
切

ー

演
劇
で
わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
認
知
症

ー

「

将
来
は
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
た
い」

と
話
す
の
は
粟
野
の

小
林
義
則
さ
ん
。
小
林
さ
ん
は
平

成
29
年
９
月
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ア
フ
リ
カ

の
ザ
ン
ビ
ア
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

９
月
24
日
に
大
久
保
司
町
長
を

表
敬
訪
問
し
た
小
林
さ
ん
は「

現

地
で
は
村
を
回
っ
て
栄
養
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い」

と

話
し
、
大
久
保
町
長
は「

小
林
さ

ん
の
派
遣
先
で
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す」

と
激
励
し
ま
し
た
。
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み ん な の 広 場

【コメント】

兄弟の中でも人一

倍声が大きくて、

イタズラっ子で、

甘えん坊な朝柊。

そんな朝柊を家族

みんなが大好きで

す。いろんなこと

を経験しながら元

気に育ってね！

父 明 彦 さん

母 潤 子 さん

俳

句

濁
流
や
出
来
秋
呑
み
込
む
鬼
怒
堤

で

き

あ

き

つ
つ
み

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

起
き
あ
が
る
子
に
喝
采
の
運
動
会

佐

野

佐

伯

六

花

書
を
開
き
古
人
を
尋
ね
し
良
夜
か
な

大

里

山

中

康

雄

沈
む
陽
に
跳
ね
る
蝗
の
影
落
す

い
な
ご

久
下
田

久
保
ノ
谷

清

産
土
の
つ
づ
く
畦
道
彼
岸
花

う

ぶ
す

な

あ

ぜ
み

ち

松

本

野

口

ま
さ
子

束
の
間
の
豪
雨
が
悲
し
九
月
闇

菅

谷

照

内

美
代
子

【コメント】

丸ごとぜーんぶ可

愛い彩萌ちゃん。

みているだけで幸

せ。お兄ちゃん達

にはいつも敵わな

いけど、立ち向か

う姿は立派だよ。

これからも笑顔

いっぱいの彩萌で

いてね。

父 勝 弘 さん

母 幸 絵 さん

桔
梗
咲
く
転
居
の
老
の
置
き
み
や
げ

お
い

水

口

北

野

妙

子

亡
き
親
を
偲
び
て
捧
ぐ
菊
の
花

し

の

塩

本

小

倉

俊

雄

短

歌

道
の
辺
の
窪
み
に
残
る
雨
水
を

寄
り
添
え
て
飲
む
野
良
猫
親
子

東
大
山

草

間

清

子

台
風
一
過
黄
金
の
米
は
泥
の
中

こ

が
ね

今
も
あ
ち
こ
ち
嵐
の
爪
痕

つ

め
あ
と

大
戸
新
田

山

本

好

子

揚
げ
て
良
し
煮
物
漬
け
物
秋
茄
子
は

食
欲
そ
そ
る
我
が
家
の
食
膳

東
大
山

草

間

ふ

み

や ち よ 文 芸
樺

大 山 純 汰 さん（川西小６年）
おお や ま じゅん た

ひいおじいさん 良一郎 さん（袋）
りょうい ちろ う

大 好 き な 人

大
好
き
な
ひ
い
じ
い
ち
ゃ

ん

ぼ
く
の
大
好
き
な
人
は
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

学
校
が
終
わ
っ
て
ぼ
く
が
帰
る
と
い
つ
も
ひ
い
じ
い

ち
ゃ
ん
は
イ
ス
に
す
わ
り
新
聞
を
読
ん
で
い
ま
す
。

ぼ
く
が
、
宿
題
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
つ
も
、「

ど
れ
、

み
せ
て
み
ろ」

と
、
宿
題
を
見
て
ま
ち
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
も
う
九
十
六
才
に
な

り
ま
す
。
な
の
に
、
戦
争
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
ぼ
く
は
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話
は
む
ず
か
し

く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、
え
顔
で
元
気
に
話
し

て
い
る
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

大
好
き
な
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
に
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

一
般
投
句

高 木 彩 萌 ちゃん

た か ぎ あや め

平成２５年８月１８日生まれ

（ 磯 ）

斉 藤 朝 柊 ちゃん

さい とう あさ ひ

平成２５年１０月２９日生まれ

（水 口）
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第１位 石崎輝男・中山貞子（健友会）

第２位 竹垣勇・小松礼子（ＴＧＧ）

第３位 平田ハルイ・加藤絹子（ＴＧＧ）

第４位 内海昌司・内海きみい（健友会）

第５位 佐藤俊夫・佐藤つゆ（やちよ）

■第30回結城・城西杯近隣学童野球大会

〔と き〕８月８日（土）９日（日）

〔ところ〕鹿窪運動公園野球場

〔主 催〕城西小スポーツ少年団

〔主な結果〕

準優勝 中結城スポーツ少年団

■のび伸び牛乳杯第35回茨城県ちびっ子野球選手権

大会

〔と き〕８月22日（土）23日（日）25日（火）

〔ところ〕那珂総合公園野球場ほか

〔主 催〕茨城新聞社

〔結 果〕

第３位 中結城スポーツ少年団

消防ポンプ操法競技大会

10月18日、筑西市下館運動公園で第66回茨城県消

防ポンプ操法競技大会県西地区大会が開催されまし

た。大会には常総市と境町を除く県西地区の８市町

が参加し、ポンプ操法の技術を競いました。

当町からは第４分団（大竹直樹分団長）が出場し、

規律のとれた的確な操法技術を披露しました。結果

は第３位までの入賞は逃しましたが、敢闘賞を受賞

しました。個人では、１番員の青木裕哉さんが優秀

選手賞に選ばれました。

町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民

健康保険税）は、町民の皆さまへのさまざまな行

政サービスを提供するうえで欠くことのできない

貴重な財源です。納期限内納付のご理解、ご協力

をお願いします。

○納期限までに納付されない場合

納期限経過後20日以内に督促状が送付され、督促

料50円が別途加算されます。また、納付されるま

でに原則9.1％の割合で延滞金が賦課されます。

○未納のまま放置した場合

法律の定めに基づき、財産（預貯金、不動産、給

料など）の差し押さえを執行して換価し、滞納税

に充当します。

※納期限までに納付できない場合は税務課で納税

相談を受けてください。

問い合わせ 税務課収納管理係 内線１３１１

町税は納期限までの納付を

パンポンやってみませんか

町スポーツ推進委員会 (阿久津勉委員長) はビー

チボールバレー、グラウンドゴルフに次ぐ新たな

ニュースポーツとして、パンポンの体験会を総合体

育館で10月８日に開催しました。

パンポンは高さ40cmのネットを張った７m 2.5mの

コートで木製の板をラケットに軟式のテニスボール

を打ち合う卓球に似たスポーツです。ご興味のある

方は総合体育館（TEL48-２４６９）までお問い合わ

せください。

パンポンを体

験するスポー

ツ推進委員の

皆さん

＋

10月に行わ
れた不動産
公売。土地
や建物が公
売にかけら
れ、滞納税
に充当され
ました。

出場した選手

の皆さん（左

から内海光平

さん、青木裕

哉さん、水書

義人さん、金

子貴明さん、

内 海 正 人 さ

ん、秋葉航さ

ん）
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第15回筑西市近隣スポーツ少年団ミニバスケット

ボール大会

〔と き〕７月18日（土）

〔ところ〕下館総合体育館

〔主 催〕下館中央男子ミニバスケットボールス

ポー ツ少年団

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ

■第４回ひたちサンドアートカップバスケットボー

ル交流会

〔と き〕７月19日（日）20日（月）

〔ところ〕久慈サンピア日立スポーツセンターほか

〔主 催〕ひたちサンドアートカップ実行委員会

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ

■第34回五霞近隣野球スポーツ少年団大会

〔と き〕７月25日（土）・26日（日）

〔ところ〕五霞町丸池台球場ほか

〔主 催〕五霞町スポーツ少年団

〔主な結果〕

優 勝 中結城スポーツ少年団

■第36回横浜マリンボールカップ

〔と き〕７月26日（日）

〔ところ〕横浜市金沢スポーツセンター

〔主 催〕横浜マリンボールカップ実行委員会

〔主な結果〕

Ｂゾーン

優 勝 八千代ＭＢＣ

■第２回八千代町グラウンド・ゴルフペア大会

〔と き〕８月５日（水）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

優勝した中結城スポーツ少年団の皆さん

広告

地元 八千代町のペンキ屋さん
一般建築塗装 ・各種吹付

新築 ・塗替え・一般住宅から倉

庫、アパート・内外装なんでも対

応ＯＫ

建築塗装一級技能士が施工 ！

些細な事でも相談してください

ご相談・お見積りは無料です!!

総合 建 設塗 装 業
茨城県知事許可（般-24）第27584号

(有) 八千代塗工
代表取締役 玉田宏保

八千代町平塚4737-37

℡０２９６-４９-２７９２

塗装工募集!!男女問わず（要普通免許）

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

２０１５. １１. １ №５７３
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１（代表）

お知らせ版
八
千
代
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
購
入
さ
れ
た

方
は
、
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
払
い
戻
し
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
千
代
町
商
工
会

49-

３
２
３
２

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
時

間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
で

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
有

効
期
限
は
11
月
30
日
で
す

す
。
町
内
全
域
が
猟
区
に
な
り
ま

す
が
、
町
民
公
園
周
辺
は
鳥
獣
保

護
区
の
た
め
狩
猟
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
街
化
区
域（

役
場

周
辺
・
西
山
工
業
団
地
周
辺）

が
、

銃
に
よ
る
狩
猟
を
禁
止
す
る
区
域

と
な
っ

て
い
ま
す
。
狩
猟
者
は
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全

を
心
が
け
て
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

※
鳥
獣
保
護
区
等
に
お
い
て
も
、

特
別
な
許
可
に
よ
り
有
害
鳥
獣

（
カ
ラ
ス
等）

の
捕
獲
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

「

八
千
代
の
秋
ま
つ
り」
で
、
行

政
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま

す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
21
日（

土）

午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所

中
央
公
民
館

相
談
員

川
田
晴
夫
氏（

町
行
政

相
談
委
員）

総
務
課
庶
務
係

（

内
線
３
１
１
０）

「

八
千
代
の
秋
ま
つ
り」

会
場
内

で
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

11
月
21
日（

土）

・

役
場
南
側
町
民
広
場
、22
日（

日）

・

総
合
体
育
館

各
日
午
前
10
時
～

午
後
３
時

内
容

○
飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教

室
○
ペ
ッ
ト
の
無
料
健
康
相
談
○

動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
○
動
物

絵
画
展
な
ど

※
22
日
は
動
物
絵
画
展
の
み
実
施
。

生
活
環
境
課
生
活
係

（

内
線
２
５
１
０）

図
書
館
で
は
、
保
存
年
限
の
過

ぎ
た
雑
誌
を
無
料
で
町
民
の
皆
さ

ま
に
提
供
し
ま
す
。

期
間

11
月
21
日（

土）

～
12
月

６
日（

日）
【

11
月
23
日（

月）

、

24
日（

火）

、
30
日（

月）

は
休
館】

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

11月の納税等

固定資産税（第４期）

国民健康保険税（第６期）

後期高齢者医療保険料

（第５期）

山川沼（後期）

納期は11月30日（月）です

税務課（内線1310）

町民課（内線1121）

秋
ま
つ
り「
行
政
相
談

コ
ー
ナ
ー」

開
設

時
間

午
前
10
時
～
午
後
６
時

場
所

図
書
館
展
示
ロ
ビ
ー

※
冊
数
は
１
人
５
冊
ま
で（

12
月

１
日
か
ら
は
無
制
限）

※
提
供
す
る
雑
誌
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
、
予
約
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

図
書
館（

月
曜
日
休
館）

48-

４
６
４
６

専
門
家（

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー）

が

心
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
24
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:10月14日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下
回ったことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、
茨城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg）管理目標値

浄水場出口 10月13日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
５
in
八
千
代

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
ま
す

TEL

住民基本台帳カードの電子証明書の発行が

終了します

○マイナンバー制度開始に伴い、平成27年12月22日

午後５時で「住民基本台帳カード」に搭載される

電子証明書の交付が終了になります。

○「住民基本台帳カード」に代わる「個人番号カー

ド」には電子証明書（希望により失効することも

できます）が標準搭載され、e-Tax (国税電子申

告・納税システム) で確定申告ができます。

○「個人番号カード」の取得には申請が必要ですが、

申請が集中し確定申告の期間に交付を受けられな

い場合があります。（「個人番号カード」の即日発

行はできません）

○「住民基本台帳カード」の電子証明書はマイナン

バー制度開始後も有効期限内は利用可能ですが、

「住民基本台帳カード」に記載されている有効期限

と電子証明書の有効期限が異なる場合があります

のでご注意ください。

問い合わせ 町民課住民係 （内線１１１０）
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TEL

TEL

TELTEL

下
館
税
務
署

24-

２
１
２
１

憩
い
と
会
話
の
癒
し
の
場
が
雑

談
塾
で
す
。恋
愛
、結
婚
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
21
日（

土）

午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所

中
央
公
民
館

雑
談
塾
代
表

野
口

０
９
０-

８
５
８
５-

３
３
０
９

日
時

11
月
28
日（

土）

午
前
10

時
～
午
後
３
時（

受
付
午
前
９
時

30
分）

場
所

下
妻
公
民
館

内
容

○
彩
い
な
り
、
茶
巾
寿
司

な
ど
の
食
事
作
り
○
対
面
ア
プ

ロ
ー
チ
と
フ
リ
ー
タ
イ
ム
交
流

対
象
者

20
歳
以
上
45
歳
以
下
の

独
身
男
女
各
15
人

参
加
費

男
性
２
０
０
０
円
、
女

性
１
０
０
０
円

申
込
期
限

11
月
20
日（

金）

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ

ジ
サ

ポ
ー
タ
ー

塚
越

０
９
０-

８
８
９
１-

１
８
９
３

11月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご

相談をお寄せください。

【相談日】11月18日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

日
時

11
月
15
日（

日）

午
前
10

時
～
午
後
３
時（

受
付
午
前
９
時

30
分
～）

先
着
順

場
所

中
央
公
民
館

相
談
員

調
停
委
員

相
談
内
容

夫
婦
、相
続
、金
銭
等

※
予
約
は
不
要
で
す
。

水
戸
家
庭
裁
判
所
下
妻
支
部

43-

７
１
９
３

女
性
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
の
人
権
侵
害
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間

11
月
16
日（

月）

～
22
日

（

日）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

０

７
０-

８
１
０

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
２
９-

２
２
７-

９
９
１
９

く
ら
し
の
中
で
困
っ

た
こ
と
、

知
り
た
い
こ
と
な
ど
様
々
な
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時

11
月
26
日（

木）

午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

場
所

下
妻
公
民
館

相
談
員

法
務
局
、
労
働
局
、
茨

城
県
職
員
、
茨
城
県
警
察
官
、
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
な
ど

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所

０
５
７
０-

０
９
０
１
１
０

９
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
国
税

に
つ
い
て
の
申
告
、
申
請
、
請
求
、

納
税
な
ど
を
期
限
ま
で
に
で
き
な

い
と
き
は
、
税
務
署
に
期
限
延
長

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

TEL

TEL

秋
の
お
も
て
な
し
作
り
で

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

「

女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン」

強
化
週
間

虐待から子どもを守ろう －11月は「児童虐待防止」推進月間です－

<児童虐待とは>

保護者（親や養育者など）が、子どもの身体や心を傷

つけ、健やかな成長や発達を妨げることです。具体的

には次のようなものです。

○身体的虐待 殴る、ける、たたく、激しく揺さぶる、

投げ落とす、やけどを負わせる、おぼれさせる、首を

しめる、縄などで一室に拘束するなど

○性的虐待 子どもに性的な行為を強要する、性行為

を見せつける、ポルノグラフィーの被写体にするなど

○養育放棄（ネグレクト） 家に閉じ込める、食事を与

えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、

病気になっても病院に連れて行かないなど

○心理的虐待 言葉による脅し、無視する、きょうだ

い間で差別的扱いをする、子どもの目の前で家族に暴

力をふるうなど

<子どもを虐待から守るためには>

虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときは、町

福祉保健課や筑西児童相談所などに連絡してください。

その結果、虐待ではなかったと判明しても通報者が罰

せられることはありません。また、ご自身が子育てに

悩んでいるときには、町福祉保健課や筑西児童相談所

のほか町保健センターや常総保健所でも相談をお受け

しています。

※連絡した方や内容に関する秘密は守られます。

<連絡先>

問い合わせ 福祉保健課児童福祉係（内線１２２０）

名 称 電話番号

児童相談所全国共通３桁ダイヤル 189（いちはやく）

筑西児童相談所 24-1614

いばらき虐待ホットライン 0293-22-0293

町福祉保健課児童福祉係 49-3941（直通）

八千代町保健センター 48-1955

常総保健所 0297-22-1351

秋
ま
つ
り「

雑
談
塾」

開
催

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
へ

TEL

申
込
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■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１５９

９月定例会

平成27年第３回定例会は、９月８日から16日までの９日間の日程で開催されました。

この定例会では、議員提出議案３件のほか、町執行部より平成26年度決算をはじめ、条例改正など14議案が

提案され、すべての議案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、９月15日と16日の２日間にかけて行われ、10人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

今任期最後の定例会が終了、全議案を可決

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

任
期
満
了
と
な
る
、
現
委
員
の

関
口
英
夫
さ
ん（

大
里）

を
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
委
嘱

同
意政

治
倫
理
審
査
会
設
置
に
伴

い
、
左
記
６
名
の
委
員
の
委
嘱
に

同
意
し
ま
し
た
。

川
村
邦
夫
さ
ん（

久
下
田）

須
澤
哲
郎
さ
ん（

神
山）

湯
本
充
一
さ
ん（

伊
勢
山）

宮
本
幸
子
さ
ん（

天
王
木
番
田）

大
久
保
一
衛
さ
ん（

根
ノ
谷）

関
久
一
さ
ん（

太
田）

●

条

例

◇
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◇
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

「

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律」

い
わ
ゆ

る「

番
号
法」

が
平
成
25
年
５
月

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
施

行
日
に
合
わ
せ
て
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を
非
常

勤
特
別
職
の
職
員
に
位
置
づ
け
る

も
の
で
す
。

●
平
成
27
年
度
補
正
予
算

◇
一
般
会
計（

第
２
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千

３
６
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
75
億
４
千
87
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
戸
籍
住

民
基
本
台
帳
費
１
千
３
６
２
万
１

千
円
、
町
道
舗
装
補
修
・
排
水
整

備
及
び
幹
線
道
路
補
修
工
事
請
負

費
な
ど
４
千
９
２
７
万
９
千
円
、

中
学
校
学
校
施
設
・
八
千
代
第
一

中
学
校
外
構
工
事
請
負
費
な
ど
１

千
６
１
２
万
４
千
円
の
増
額
で

す
。

●

議
員
提
出
議
案

◇
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出

少
人
数
学
級
の
推
進
、
教
育
の

機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
、

ま
た
、
震
災
等
か
ら
の
教
育
復
興

の
た
め
、
予
算
措
置
の
継
続
を
要

望
す
る
も
の
で
す
。

【

提
出
先】

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣

・
内
閣
官
房
長
官

◇
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

「

健
全
な
青
少
年
は
健
全
な
家

庭
か
ら
育
成
さ
れ
る」
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
、「

家
庭
の
価
値」

を
基
本
理
念
に
据
え
た
、

「

青
少
年

健
全
育
成
基
本
法」

の
制
定
を
求

め
る
も
の
で
す
。

【

提
出
先】

・
内
閣
総
理
大
臣
・
法
務
大
臣

・
外
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

・
総
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣

・
経
済
産
業
大
臣
・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長
・
警
察
庁
長
官

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ（

環
太
平
洋
連
携
協
定）

交
渉
に
お
い
て
農
林
水
産
分
野
の

重
要
５
品
目
な
ど
の
聖
域
の
確
保

を
最
優
先
し
、
交
渉
脱
退
も
含
め

衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に

お
け
る
国
会
決
議
を
遵
守
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

重
要
５
品
目
な
ど
の
聖
域
の
確

保
を
最
優
先
し
、
交
渉
脱
退
も
含

め
衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会

に
お
け
る
国
会
決
議
を
遵
守
し
、

交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
に
つ

い
て
、
十
分
な
情
報
開
示
を
行
う

こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

【

提
出
先】

・
内
閣
総
理
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣

・
外
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

・
経
済
産
業
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官

・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（

経
済
財
政
政
策）

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

●

そ
の
他

◇
平
成
26
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分

未
処
分
利
益
剰
余
金
６
千
８
６

７
万
４
千
９
２
０
円
の
う
ち
、
２

◇
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
１
号）

国
県
へ
の
償
還
金
等
で
、
２
千

２
４
３
万
６
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計（

第
１
号）

土
地
区
画
整
理
事
業
の
委
託

料
、補
償
補
填
及
び
賠
償
金
等
で
、

４
０
７
万
２
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

●

報

告

◇
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
継

続
費
精
算
報
告
書

平
成
25
年
度
か
ら
２
カ
年
事
業

と
し
て
設
定
し
た
八
千
代
第
一
中

学
校
校
舎
改
築
・
解
体
事
業
継
続

費
精
算
を
報
告
す
る
も
の
で
、
支

出
済
額
は
14
億
９
４
９
万
９
千
６

０
０
円
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
付
け
、
健
全

化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。
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審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 12 14 議
長

八千代町個人情報保護条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

八千代町手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11

○

○

審
議
結
果

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

相
沢

政
信

大
久
保

武

小
島

由
久

宮
本

直
志

湯
本

直

水
垣

正
弘

平成27年度八千代町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成26年度八千代町歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平
成
27
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

７
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

●

契

約

◇
国
補
八
千
代
町
立
東
中
学
校
校

舎
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

条
件
付
一
般
競
争
入
札
の
結

果
、「

鈴
縫
・
高
塚
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体」

と「

12
億
９
６
０

万
円（

税
込）

」

で
契
約
す
る
も
の

で
す
。

○・・・賛成 Ｘ・・・反対

第３回定例会における議案等の審議結果

※今定例会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない議案

等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームページの会

議録（11月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

～
決
算
認
定
～

平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
６

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
関
係
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
議
し
た

結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認

定
し
ま
し
た
。

●
請
願
審
議
結
果

３
件
の
請
願
が
教
育
民
生
常
任

委
員
会
及
び
産
業
建
設
常
任
委
員

会
に
付
託
審
議
さ
れ
、
審
議
の
結

果
を
本
会
議
に
お
い
て
諮
り
ま
し

た
。

◇
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請

願【

提
出
者】

茨
城
県
教
職
員
組
合

吉
田

豊
さ
ん

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ（

環
太
平
洋
連
携
協
定）

交
渉
に
関
す
る
請
願

【

提
出
者】

常
総
ひ
か
り
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

草
間

正
詔
さ
ん

◇
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
請
願

【

提
出
者】

日
本
の
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
会

代
表

木
本

信
男
さ
ん

（

審
議
結
果：

い
ず
れ
も
採
択）

次
の
定
例
会
は
12
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
12
月
上
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

問

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ（

48）

１
１
１
１

（

内
線：

４
１
１
０）

常
総
市
へ
の
災
害
お
見
舞
い

去
る
９
月
16
日
、
議
会
を
代
表

し
、
水
垣
正
弘
議
長
と
大
久
保
武

副
議
長
が
、
常
総
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

鬼
怒
川
堤
防
決
壊
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
常
総
市
に
対

し
、
町
議
会
議
員
一
同
よ
り
災
害

見
舞
金
10
万
円
を
高
杉
徹
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
で
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（左から）大久保武副議長、水垣正弘議長、

高杉徹市長、風野芳之議長

千
74
万
４
千
４
６
４
円
を
減
債
積

立
金
及
び
建
設
改
良
積
立
金
に
積

み
立
て
、
４
千
７
９
３
万
４
５
６

円
を
資
本
金
へ
組
み
入
れ
る
も
の

で
す
。

東中学校完成予想図
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多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
は
、
土
地
改
良
関
係
の

国
県
補
助
事
業
で
あ
り
ま
し
て
、

農
用
地
、水
路
等
の
保
全
管
理
や
、

そ
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

を
図
る
た
め
の
地
域
の
共
同
活
動

に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
町
内
で
９
つ
の
資

源
保
全
協
議
会
が
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
年
度
の
交
付
金
額

の
予
算
総
額
は
５
千
６
７
３
万
円

で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

９
月
14
日
現
在

で
、
納
税
件
数
が
５
９
０
件
、
寄

附
額
が
８
３
０
万
５
千
円
で
す
。

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
特

産
品
で
あ
る
メ
ロ
ン
や
梨
、
米
、

お
茶
、
乾
麺
等
、
17
品
目
を
登
録

し
て
お
り
、
当
町
の
自
然
の
豊
か

さ
や
恵
み
な
ど
、
魅
力
を
伝
え
る

特
産
品
は
、
寄
附
者
の
関
心
の
的

で
す
。
品
目
の
拡
大
、
季
節
の
も

の
に
限
ら
ず
通
年
提
供
で
き
る
も

の
へ
の
拡
充
が
今
後
の
課
題
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
お
よ
そ

11
億
４
千
万
円
の
減
収
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
町
で
は
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
を
利
用
し
た
少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
と
し
て
、
出

産
子
育
て
奨
励
金
、
中
学
生
の
外

来
受
診
分
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
対
す
る
助
成
、
さ
ら
に

定
住
促
進
と
し
て
、
区
画
整
理
地

内
の
保
留
地
購
入
の
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
に
対
し
て
も
ひ
っ
迫
し
て
い

る
財
政
状
況
や
地
域
再
生
へ
の
取

組
を
伝
え
、
特
別
交
付
税
の
上
乗

せ
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地方交付税の推移（単位：千円・％）

年度 金額 伸率

平成11年度 2,911,311 ―

平成21年度 1,824,601 ―

平成22年度 2,030,219 11.3

平成23年度 2,000,983 △1.4

平成24年度 1,892,375 △5.4

平成25年度 1,810,965 △4.3

平成26年度 1,732,299 △4.3

平成27年度（見込） 1,770,580 2.2

町
長
は
、
前
回
の
定
例
会
に
お

い
て
、「

告
訴
の
件
に
つ
い
て
は
、

私
的
な
こ
と
な
の
で
答
弁
を
差
し

控
え
る
。」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
件
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
特
に

テ
レ
ビ
で
全
国
放
送
さ
れ
大
き
な

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
町

長
が
記
者
会
見
で
、
告
訴
さ
れ
た

件
は
事
実
無
根
で
あ
る
と
お
っ

し
ゃ

い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
を

信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で

改
め
て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
町

民
の
皆
様
に
対
し
、
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生

実
現
に
向
け
て
、
大
事
な
時
期
に

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
の

町
政
へ
の
取
組
に
つ
い
て
も
お
伺

い
し
ま
す
。

町

長

テ
レ
ビ
報
道
に
つ
い
て

は
、
議
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様

に
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。
私
も
事
実
無
根
の
事
で

あ
り
ま
し
て
、
残
念
で
、
は
な
は

だ
遺
憾
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
警
察
・
検
察
が
適
切

に
判
断
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
対
応

を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
政
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
農
業
・

商
工
業
の
育
成
、
教
育
環
境
の
整

備
な
ど
を
今
ま
で
以
上
に
発
展
さ

せ
、
真
の
意
味
で
の
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
に
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
10
名
が
登
壇

湯本 直議員

地
方
交
付
税
・
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
減

少
し
て
い
る
中
で
、
国
を
挙
げ
て

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

問
題
に
対
し
、
当
町
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
図
っ
て
い
く
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

町

長

現
在
、
当
町
の
高
齢
化

率
は
26
％
を
超
え
、
ま
た
、
子
育

て
の
経
済
的
負
担
等
か
ら
少
子
化

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
人

口
減
少
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
停
滞
や
空
き
家
問
題
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
財
源
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
の

増
額
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
普
通
交
付
税
に
人
口
減
少
等

特
別
対
策
事
業
費
が
新
た
に
導
入

さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
増
収
に
転
じ

ま
し
た
が
、
長
期
的
に
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
11

町
長
に
対
す
る
告
訴
の
件
に
つ
い
て

上野 政男議員

地方創生の実現に向けて
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中山 勝三議員

大久保 弘子議員

り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
利
用
状
況
は
、

24
名
の
方
に
利
用
券
を
交
付
し
ま

し
て
、
使
用
回
数
は
３
３
９
回
で

す
。
買
い
物
も
可
能
に
す
る
利
用

条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
隣
接

自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
宅
か
ら
町

内
の
商
店
な
ど
好
き
な
場
所
ま
で

低
料
金
で
送
迎
し
て
く
れ
る
も
の

で
す
が
、
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
違

い
、
他
の
方
と
乗
り
合
わ
せ
て
利

用
す
る
よ
う
で
す
の
で
、
公
共
交

通
手
段
の
検
討
を
進
め
る
う
え
で

併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町

長

さ
ら
に
進
行
す
る
と
思

わ
れ
る
高
齢
化
や
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
当
町
の
公
共
交
通
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含
め
、
当

町
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

告
訴
に
対
し
て
の
対
抗
措
置
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
報
道
等
に

お
け
る
恥
ず
か
し
い
行
為
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
今

後
の
町
政
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

町

長

警
察
・
検
察
が
適
切
に

判
断
さ
れ
た
後
に
し
か
る
べ
き
対

抗
措
置
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
政
に
つ

い
て
も
、
全
力
を
傾
注
し
て
、
町

政
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険
補
足
給
付
の
見
直
し

の
改
正
点
で
あ
る
預
貯
金
通
帳
の

写
し
や
同
意
書
等
の
書
類
を
申
請

者
本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
に

ま
で
提
出
を
求
め
る
理
由
、
Ｄ
Ｖ

の
場
合
の
提
出
除
外
の
判
断
、
夫

婦
と
も
認
知
症
の
場
合
の
提
出
者

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
非

課
税
年
金
の
勘
案
と
は
ど
の
よ
う

介
護
保
険
補
足
給
付

の
見
直
し
に
つ
い
て

な
も
の
な
の
か
お
聞
き
い
た
し
ま

す
。

福
祉
保
健
課
長

今
回
の
改
正
に

よ
り
、
申
請
に
は
預
貯
金
通
帳
の

写
し
や
関
係
機
関
へ
の
課
税
状
況

等
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
の
同
意

書
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
書
類
が
な
い
場
合
に
は
、
適

正
な
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
申
請
者

と
の
公
平
性
を
考
慮
す
る
と
不
支

給
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
Ｄ
Ｖ
が
あ
る
場
合
で
す

が
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
限

の
有
無
な
ど
を
参
考
に
判
断
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
者
や
そ
の
配
偶
者

が
認
知
症
な
ど
の
場
合
は
、
親
族

や
成
年
後
見
人
等
に
よ
る
申
請
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
非
課
税
年
金
の
勘
案
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の
補
足
給

付
の
第
２
・
３
段
階
は
、
年
金
収

入
及
び
合
計
所
得
金
額
の
合
計
額

で
判
定
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
28

年
８
月
か
ら
は
、
遺
族
年
金
及
び

障
害
年
金
と
い
っ
た
非
課
税
年
金

の
額
を
こ
の
額
に
含
め
て
判
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

非
課
税
年
金
受
給
者
の
方
は
、
負

担
が
増
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
不

支
給
の
決
定
に
極
力
至
ら
な
い
よ

う
、
預
貯
金
等
の
申
告
が
補
足
給

付
の
審
査
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
趣
旨
を
十
分
に
説
明
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
対
処
し
て
ま
い

り
ま
す
。

診
療
所
の
受
診
日
等
が
狭
め
ら

れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予

防
接
種
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、

多
く
の
利
用
者
が
困
惑
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
診
療

時
間
体
制
に
戻
し
、
近
く
で
受
け

ら
れ
て
い
た
予
防
接
種
の
継
続
を

求
め
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

成
人
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
小
児
予
防
接
種
は
、
診
療
が

一
日
お
き
に
な
り
、
継
続
で
き
な

い
こ
と
か
ら
現
在
は
廃
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成

26
年
10
月
か
ら
県
内
の
予
防
接
種

協
力
医
療
機
関
で
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
医
療

機
関
の
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま

す
。ま

た
、診
療
時
間
に
つ
い
て
は
、

午
前
中
の
み
の
診
療
で
す
の
で
時

間
を
拡
充
い
た
だ
け
る
よ
う
な
要

望
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
安
全
保
障
法
制(

戦
争
法
案)

に
つ
い
て

・
町
長
の
一
連
の
道
義
的
問
題
に
つ
い
て

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
る
独
居

老
人
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
増
に

伴
い
、
交
通
手
段
を
持
た
ず
、
生

活
必
需
品
等
の
購
入
に
も
支
障
を

き
た
す
方
、
い
わ
ゆ
る
買
い
物
弱

者
と
な
っ
て
い
る
方
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
町
で
は
、

医
療
機
関
へ
の
交
通
の
確
保
の
た

め
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
利
用
条
件
を

緩
和
し
、
買
い
物
弱
者
へ
の
福
祉

に
寄
与
す
る
こ
と
へ
の
見
解
及
び

利
用
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
各
自
治
体

で
普
及
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
町

で
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

福
祉
タ
ク
シ
ー

は
、
在
宅
の
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
が
通
院
・
通
所
や
福
祉
行
事
へ

参
加
す
る
場
合
の
往
復
に
要
す
る

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
で
あ
る
初

乗
り
運
賃
を
助
成
す
る
制
度
で
あ

買
い
物
弱
者
へ
の
交
通
手
段
の
確
保
を
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町
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ
た
少

子
高
齢
化
対
策
、人
口
減
少
対
策
、

定
住
の
促
進
、
日
野
自
動
車
関
連

企
業
誘
致
、
主
要
産
業
で
あ
る
農

業
政
策
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当

町
の
行
政
運
営
に
大
変
重
要
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。
初
登
庁
か
ら
７

カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
進
め
て
き
た
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
及
び
経
過

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町

長

少
子
化
対
策
、
人
口
減

少
対
策
、
定
住
促
進
対
策
は
、
町

の
重
点
課
題
で
す
。
現
在
、
地
方

創
生
・
人
口
減
少
対
策
を
重
点
的

に
推
進
す
る
た
め
、
４
月
よ
り
総

合
戦
略
室
を
設
置
し
、
八
千
代
町

人
口
ビ
ジ
ョ

ン
及
び
八
千
代
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、

６
月
に
は
町
民
の
方
の
意
識
調
査

を
実
施
し
、
先
般
、
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に

町
民
の
意
見
を
反
映
し
、
八
千
代

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦

略
会
議
な
ど
か
ら
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
各
種
施
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。農

業
政
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

農
業
は
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
連
携

し
、
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
更
に
担
い
手
の
育
成
や
農

作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
で
す

が
、
雇
用
の
確
保
、
定
住
等
の
促

進
を
図
る
た
め
に
も
、
県
や
県
開

発
公
社
と
密
接
に
連
携
し
、
今
後

と
も
積
極
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
長
は
、前
回
の
議
会
の
際
に
、

二
人
の
議
員
の
質
問
に
対
し
、
答

弁
を
差
し
控
え
る
と
答
え
て
お
り

ま
し
た
が
、
４
日
後
の
記
者
会
見

で
は
、
事
実
無
根
で
あ
る
と
お
っ

し
ゃ

い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
内
容
が

変
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

等
で
全
国
に
報
道
さ
れ
た
こ
と

は
、
八
千
代
町
に
と
っ
て
、
町
長

に
と
っ
て
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で

す
。
事
実
無
根
で
あ
っ
て
も
、
テ

レ
ビ
等
で
あ
れ
だ
け
の
騒
ぎ
に
な

り
、
町

民

に

対

し

て

迷

惑

と

悪
質
な
滞
納
者
に
は
滞
納
処
分

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
当
町
の
滞
納
税
額

や
滞
納
へ
の
取
組
、
租
税
債
権
機

構
へ
の
委
託
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

税
務
課
長

平
成
27
年
度
に
繰
越

さ
れ
た
滞
納
税
額
は
、
１
億
５
千

４
８
８
万
円
、
件
数
は
、
滞
納
者

数
８
０
０
人
で
延
べ
９
千
３
０
０

件
で
す
。

当
町
の
滞
納
整
理
の
根
幹
を
成

す
取
組
は
、
納
税
相
談
で
す
。
こ

こ
で
い
う
相
談
と
は
、
滞
納
者
の

都
合
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
早

期
完
納
を
目
指
し
、
努
力
す
る
方

向
を
探
る
と
い
う
内
容
で
す
。

次
に
、
財
産
の
差
押
え
で
す
。

昨
年
度
は
不
動
産
31
件
、
預
金
12

件
、
給
与
・
出
資
金
・
年
金
・
生

命
保
険
31
件

合
計
77
件
を
新
た

に
差
押
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
職
員
を
二
人
一
組
、

約
70
班
編
成
と
し
、
主
に
、
訪
問
、

夜
間
の
電
話
催
告
等
に
よ
る
特
別

滞
納
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
４
千

１
９
６
万
円
を
徴
収
依
頼
し
、
１

千
８
０
４
万
円
の
実
績
を
上
げ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、独
自
の
対
策
と
し
て
、

多
重
債
務
者
に
関
す
る
対
応
で

す
。長
き
に
わ
た
る
取
引
に
よ
り
、

過
払
金
が
発
生
し
て
い
れ
ば
消
費

者
金
融
に
対
し
、
不
当
利
得
返
還

請
求
権
を
行
使
し
、
払
い
す
ぎ
た

利
息
を
取
り
戻
し
、
そ
れ
を
税
金

に
充
て
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
同

時
に
、
債
務
を
無
く
す
こ
と
で
生

活
再
建
の
道
も
開
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
へ
の

事
務
移
管
で
す
が
、
特
に
徴
収
困

難
と
判
断
さ
れ
た
高
額
案
件
に
つ

い
て
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま

で
の
12
年
間
で
１
２
３
件
、
１
億

７
千
８
１
３
万
円
の
徴
収
依
頼
を

行
い
９
千
７
７
１
万
円
の
実
績
で

す
。プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
購
入
者
の

方
や
商
品
券
取
扱
店
の
反
応
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長

利
用
さ
れ
た
方

か
ら
は
、
30
％
も
の
プ
レ
ミ
ア
ム

が
つ
い
て
、「

大
変
助
か
っ

て
い

る
。」

な
ど
の
声
、
ま
た
、
取
扱
店

か
ら
は
、

「

今
ま
で
利
用
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
お
客
様
か
ら
も
、
商
品

券
で
の
ご
購
入
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。」

な
ど
の
話
を
伺
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
好
評
の
中

で
事
故
も
な
く
現
在
進
行
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
９
月
８
日
現
在
、
町
内

で
す
で
に
約
１
億
５
０
０
万
円
近

く
の
商
品
券
が
使
用
さ
れ
、
回
収

率
が
約
70
％
で
す
。

生井 和巳議員

町
税
の
滞
納
処
分
へ

の
取
組
に
つ
い
て

小島 由久議員

町
長
の
公
約
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
す
。
町
民
の
中
に
も
、

「

町
長
は
、責
任
を
と
っ
て
自
ら
身

を
引
き
、
辞
め
る
べ
き
で
あ
る
。」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
町
長

は
辞
め
る
考
え
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
公
務
に
影
響
は
な
い
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

町

長

一
連
の
事
件
に
つ
い
て

は
、
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。
事
実
無
根
の
事
で
す

が
、
弁
護
士
と
相
談
し
た
う
え
で

記
者
会
見
を
開
催
し
た
次
第
で

す
。
町
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
記
者
会
見

に
臨
ん
だ
わ
け
で
す
。
公
務
に
つ

い
て
も
、
滞
り
な
く
執
り
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
町
政
運
営
に
ま
い

進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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報
道
が
な
さ
れ
た
事
は
、
は
な
は

だ
遺
憾
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
、
警
察
・
検
察
等
が
適
切
に

判
断
さ
れ
た
後
に
、
し
か
る
べ
き

対
応
を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
結
論

が
出
る
ま
で
対
応
を
見
守
っ

て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
告
訴
問
題
は
、
政
治
倫

理
審
査
会
の
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

副
町
長

政
治
倫
理
条
例
の
中
に

は
、
異
議
が
あ
り
、
選
挙
権
を
有

す
る
町
内
に
在
住
の
方
、
１
０
０

名
の
連
署
と
そ
れ
を
証
明
す
る
文

書
等
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
審
査

会
に
出
す
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
現
段
階
で
私
が
コ
メ
ン
ト

す
る
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

町

長

政
治
倫
理
条
例
に
基
づ

く
調
査
請
求
等
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

創
生
総
合
戦
略
に
対
す
る
考
え

方
と
策
定
の
経
過
に
つ
い
て
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
、

本
年
３
月
に
、
町
長
を
本
部
長
と

し
、
庁
議
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
八

つ
く
ば
市
、
常
磐
自
動
車
道
谷
和

原
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま

す
。町

と
し
ま
し
て
は
、
工
事
に
は

多
額
の
財
源
を
要
す
る
の
で
、
国

補
事
業
の
対
象
と
な
る
よ
う
、
今

年
度
、
茨
城
県
道
路
建
設
課
と
事

前
協
議
を
行
い
、
内
諾
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

向
こ
う
３
カ
年
の
事
業
実
施
計

画
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に

道
路
改
良
工
事
計
画
の
原
案
と
な

る
道
路
詳
細
設
計
、
平
成
29
年
度

に
は
排
水
流
末
測
量
設
計
、
地
質

調
査
業
務
委
託
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
に
は
、
用
地
取
得
に

伴
う
業
務
と
し
て
、
土
地
・
建
物
・

工
作
物
等
の
調
査
、
補
償
額
の
算

定
業
務
で
あ
る
用
地
測
量
算
定
業

務
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町

長

第
２
期
工
事
区
間
の
道

路
改
良
工
事
の
整
備
が
な
さ
れ
れ

ば
、
下
妻
市
を
経
て
常
総
市
へ
の

連
絡
道
と
し
て
広
域
的
な
道
路
網

の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政

運
営
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
財

源
確
保
に
努
め
、
年
次
計
画
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

告
訴
事
件
に
関
す
る
説
明
責
任

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

副
町
長

町
長
か
ら
昨
日
も
、
説

明
が
あ
っ
た
と
お
り
、
私
と
し
て

も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
警

察
・
検
察
の
適
切
な
判
断
を
見

守
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

町

長

事
実
無
根
の
事
に
対

し
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
過
剰
に

千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
を
設
立
し
ま
し
た
。
５
月

に
は
、
外
部
の
有
識
者
会
議
と
し

て
、
議
会
の
代
表
者
を
含
む
八
千

代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

戦
略
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
５

月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
、
役
場

職
員
か
ら
、
地
方
創
生
に
関
す
る

施
策
、
ア
イ
デ
ア
等
の
提
案
を
募

集
し
、
延
べ
89
件
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
は
、
町

民
の
方
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。７
月
に
入
り
、

第
２
回
の
創
生
本
部
会
議
及
び
第

２
回
の
戦
略
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
７
月
31
日
に
は
、

第
３
回
の
創
生
本
部
会
議
を
開
催

し
、
８
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の

結
果
を
も
と
に
、
町
民
の
意
見
等

を
反
映
し
な
が
ら
、
八
千
代
町
の

今
後
の
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

性
を
提
示
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ

ン

と
、
今
後
５
カ
年
の
基
本
的
な
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
さ
ら

に
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
く

予
定
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
ご
み
袋
の
価
格
値
下
げ
に
つ
い
て

国府田 利明議員

町
長
の
告
訴
問
題
と
政

治
倫
理
条
例
に
つ
い
て

一
級
町
道
８
号
線
は
、
若
地
内

の
県
道
結
城
・
坂
東
線
か
ら
東
蕗

田
・
栗
山
地
内
を
通
り
、筑
波
サ
ー

キ
ッ

ト
南
側
に
通
じ
る
道
路
で

す
。
通
勤
道
路
と
し
て
交
通
量
の

多
い
道
路
で
あ
り
、
当
町
の
発
展

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
重
要

な
道
路
で
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
に
、
東
蕗
田
地

内
ま
で
の
工
事
が
完
了
し
た
こ
と

を
受
け
ま
し
て
、
近
隣
住
民
の

方
々
は
残
区
間
の
早
期
着
工
を
望

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
の

栗
山
地
内
に
お
け
る
工
事
計
画
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

当
路
線
は
、
東

蕗
田
地
内
か
ら
栗
山
地
内
を
経

て
、
筑
波
サ
ー
キ
ッ

ト
南
側
交
差

点
ま
で
の
延
長
１
千
５
３
７
ｍ
を

第
２
期
工
事
区
間
と
し
た
総
延
長

３
千
８
１
７
ｍ
の
幹
線
道
路
で

す
。
第
２
期
工
事
区
間
の
道
路
改

良
工
事
が
な
さ
れ
れ
ば
常
総
市
、 大久保 武議員

一
級
町
道
８
号
線
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

早期着工が期待される
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社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

こ
と
や
管
理
職
の
責
任
を
明
確
に

す
る
た
め
、
部
長
制
度
を
導
入
す

る
よ
う
な
考
え
は
あ
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

町

長

地
方
分
権
や
地
方
創
生

等
に
よ
る
行
政
課
題
が
増
大
す
る

中
、
多
種
多
様
化
す
る
事
務
事
業

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
組
織

の
合
理
化
も
必
要
か
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
部
長
制
度
は
、
ト
ッ

プ
の
考
え
方
が
早
く
伝
わ
り
、
職

員
の
人
材
育
成
や
職
務
に
対
す
る

向
上
心
、
あ
る
い
は
組
織
を
さ
ら

に
横
断
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
の
長
所
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
行

政
運
営
に
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
当
町
の
実
情
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
広
報
活

動
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

対
策
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
民
課
長

町
民
の
方
へ
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て
は
、
役
場
町
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
説
明
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
常
時
流

す
と
と
も
に
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
各
種
広
報
、
チ
ラ
シ
を
揃

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委

員
さ
ん
に
制
度
の
概
要
を
説
明

し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
回
覧
等
で
町
民
の

皆
様
に
は
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

特
定
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
基
幹
系
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
行
い
、
こ
の
ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に

は
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で

外
部
か
ら
の
攻
撃
、
不
正
な
通
信

と
し
て
の
漏
え
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
開
始
に
あ
た
り
、
年
金
機
構
で

の
漏
え
い
事
案
を
受
け
、
更
な
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
対
策
が
総

務
省
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

緊
急
強
化
対
策
の
中
で
は
、
現
組

織
体
制
を
見
直
し
、
最
高
情
報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

責
任
者
を
選
任
し
、

発
生
し
た
事
故
に
対
し
即
応
性
の

各
種
団
体
の
後
援
会
費
を
独
居

老
人
世
帯
な
ど
の
家
庭
の
事
情
に

考
慮
し
、
負
担
軽
減
す
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

福
祉
保
健
課
長

日
赤
は
、
災
害

救
護
、
国
際
救
援
、
救
急
法
等
の

普
及
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
や

青
少
年
の
育
成
事
業
を
展
開
し
、

日
々
県
民
の
命
と
健
康
、
福
祉
を

守
る
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
を
支
え
て
い

く
た
め
、
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

総
務
課
長

消
防
、
交
通
安
全
協

会
後
援
会
は
、
町
民
の
安
全
・
安

心
を
願
い
、
奉
仕
の
精
神
に
の
っ

と
り
、
地
域
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
団
体
で
す
。
こ
う
し
た
活

動
は
、
皆
さ
ま
の
善
意
に
よ
り
成

立
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
独
居
老
人
世
帯
等
で

経
済
的
に
厳
し
い
と
い
っ
た
実
情

が
必
ず
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
後
援

会
役
員
会
で
協
議
し
、
改
善
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

い
ず
れ
の
後
援
会
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
そ
の
趣
旨
を
深

く
ご
理
解
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、行
政
側
と
し
ま
し
て
も
、

基
本
的
な
環
境
整
備
や
充
実
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
な
予
算

措
置
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
会
議
員
報
酬
の
減
額
と
議
員

定
数
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

総
務
課
長

現
行
の
定
数
及
び
報

酬
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
財

政
改
革
を
進
め
る
中
で
検
討
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
県
内
の

自
治
体
と
比
較
し
ま
し
て
も
、
妥

当
な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
最
近
の
議
員

選
挙
等
の
動
向
を
見
ま
す
と
、
平

成
27
年
４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
統

一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
町
村
議

会
の
選
挙
の
無
投
票
が
89
町
村
、

定
数
９
３
０
人
、
無
投
票
当
選
者

の
割
合
が
全
体
の
21
・
８
％
と
高

い
水
準
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
報
酬
が
低
い
な
ど
の
点

も
あ
る
と
新
聞
記
事
に
載
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
や
動
向
に
よ
り
、
見
直
し
等
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
議
員

の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
八
千
代
診
療
所
の
診
療
時
間
に
つ
い
て

廣瀬 賢一議員

各
種
団
体
後
援
会
費

の
見
直
し
を

あ
る
体
制
の
整
備
、
職
員
の
緊
急

時
対
応
訓
練
等
の
徹
底
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
リ
ス
ク
対
応

と
し
て
、
不
審
な
通
信
を
検
知
し

て
止
め
る
出
口
対
策
、
た
と
え
漏

え
い
し
て
も
中
身
が
分
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
暗
号
化
対
策
、
サ
ー

バ
ー
を
堅
ろ
う
な
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
で
管
理
す
る
ク
ラ
ウ
ド
化
の

推
進
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
更
な
る
セ
キ
ュ

リ

テ
ィ

対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早

急
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

宮本 直志議員

部
長
制
度
の
導
入
を
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第121号
やちよ
農業委員会だより

発行人 八千代町農業委員会会長 小竹 節 ／ 編 集 農業委員会だより編集委員会

任期満了に伴う農業委員の改選により、９月15日に新しい農業委員が就任しました。選挙による委員が13名、

選任委員のうち団体推薦として、農業協同組合・農業共済組合・土地改良区の３名、議会推薦による学識経験者

４名の計20名です。なお、初会議において、会長に小竹節氏、同職務代理者に金子武氏が選出されました。

（紹介文中：議席番号・氏名（選出区分） ①出身行政区 ②担当地区）

〔

あ
い
さ
つ〕

９
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
異
常
気
象
の
多
発
に
よ
り
農
業
経
営
が
厳
し
い
中
、
国
が
行
っ

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
不
当
な
圧
力
や
農
協
法
及
び
農
業
委
員
会
法
の

改
悪
の
真
の
ね
ら
い
は
、「

農
地
利
用
の
自
由
化」

と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
、
農
地
・
農
業
の
守
り
手
と
し
て
皆
様
の
ご
意
見
に
十

分
耳
を
傾
け
、
委
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

〔

あ
い
さ
つ〕

八
千
代
町
は
、
古
来
よ
り
豊
か
な
大
地
の
恵
み
を
受
け
て
生
活
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
農
政
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
、
農
業
を
と
り

ま
く
環
境
は
大
き
く
変
革
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
次
世
代
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
農
地
を
守
り
、
農

業
で
心
豊
か
に
生
活
が
で
き
る
環
境
整
備
実
現
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

永年勤続で３名が表彰
永年にわたり農業委員会の活動強化に努め、農業委員を退任

した湯本直さん（野爪）、大里信義さん（二ツ釜）、稲葉常美さ

ん（下山川）に茨城県農業会議会長から感謝状が贈られました。

会 長

20番 小竹 節（公選）
こ たけ たかし

①本郷

②沼森、貝谷、川尻、今里

本郷

会長職務代理者

８番 金子 武 （公選）
か ね こ たけし

①芦ケ谷新田

②大間木、芦ケ谷新田、舟戸

常総市農業委員会に

豪雨災害お見舞い

-結城市・常総市・八千代町農業委員会会長協議会-

平成27年９月25日に結城市農業委員会と

八千代町農業委員会の会長・職務代理者が

常総市農業委員会を訪問し、９月の豪雨に

よる大規模な被害に対し当委員会からは、第

20期、21期の全委員より賛同を得てお見舞

い金を贈りました。

被害に会われた方々の一日も早い復旧を

お祈り申し上げます。
大久保司町長から感謝状を伝達された稲葉さん（左）、湯本さん（中左）、
大里さん（右）
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３番 山中 満雄 （公選）
やま なか み つ お

①大里

②久下田、高崎、大渡戸、大里、小屋

〔信条または抱負〕

農業は主に大切な食べ物作り
です。起点となる農地を守り、外
圧に負けない強い農業力の維持、
農家規模の大小に係らず活力に
満ちた地域農業になるよう貢献
します。

２番 飯田 繁夫 （公選）
いい だ し げ お

①新井

②新井、八町、袋、野爪

〔信条または抱負〕

八千代町の農地を守り、農業の

し易い環境作りに努力し頑張りま

す。

１番 矢中 勝己 （推薦）
や なか か つ み

①新井

②坪井

〔信条または抱負〕

八千代町の農地を守り、農業委

員の一員として頑張ります。

６番 前野 節 （推薦）
まえ の たかし

①松本

②松本

〔信条または抱負〕

八千代町の農業を守り、地域農

業発展のため努力します。

５番 宮本 忠雄 （公選）
みや もと た だ お

①天王木番田

②前山、松山、天王木番田、築越六

軒、二ツ釜、道前六保、平塚新田

〔信条または抱負〕

優良農地を守り、安心し農業が

出来る環境を作るため、農業委員

の一員として頑張っていきます。

４番 馬場 勇 （公選）
ば ば いさむ

①水口

②水口

〔信条または抱負〕

農地の乱開発を監視し、農業と

商工業のバランスがとれた、町の

発展に貢献したいと考えていま

す。

10 番 岡本 幸治 （公選）
お か もと こ う じ

①栗山

②東蕗田、新地、福岡、栗山

〔信条または抱負〕

八千代町の農業と農地を守り、

住み良い環境を作り、農業後継者

が魅力ある農業経営ができるよ

う、誠心誠意頑張ります。

９番 佐藤 宏 （公選）
さ とう ひろし

①磯

②蕗田、仲坪、山ノ神、神山、

磯、村貫東、村貫西

〔信条または抱負〕

農地法を守り、緑豊かな農地を

次世代に引き継げるよう、農業委

員として頑張ります。

７番 水垣 正弘 （推薦）
みず がき ま さ ひろ

①松本

②本田

〔信条または抱負〕

優良農地の集積と担い手の育成

及び農地の効率的な利活用に努

め、農業の活性化に力を尽くしま

す。
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■広報やちよ №６７３ 平成27年11月１日発行

■編 集 発 行 八千代町秘書課
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. . . .

人のうごき 10月１日現在

人 口 22,922人 （916）

男 11,855人 （756）

女 11,067人 （160）

世帯数 7,332世帯 （772）

（ ）内は外国人で内数

八千代町議会議員一般選挙

期日前投票

期間 11月11日（水）～14日（土）

時間 午前８時30分～午後８時

場所 役場１階町民ホール

※入場券が手元に届いている場合は持参してください。

投 票 日 11月15日（日）

投票時間 午前７時～午後６時

問い合わせ 八千代町選挙管理委員会（総務課内） 内線３１１０

2015 八千代の秋まつり
～がんばろう茨城 ！ 災害に負けず絆深め合う秋まつり～

日 時 11月21日（土）・22日（日）

午前10時開始（雨天決行）

場 所 中央公民館及び総合体育館 ほか

作品展 11月20日（金）～22日（日）

午前９時～午後４時

問い合わせ 生涯学習課社会教育係 内線３４１０


